
第15回字宙開発委員会（定例会議）

　　　議　事　次　第

1．　日時 昭和52年6月15日㈹　午後2時～4時

2．場所 宇宙開発委員会会議室

，5　議題

　　（1）　関係省庁における宇宙関連研究開発進捗状況について

　　（2）昭和52年度宇宙開発委員会招へい結果について

●

4．資料

　委15－1
　　委15－2

　委15－5
　　i委13－4

第12回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨

関係省庁における宇宙関連研究開発進捗状況

共同エアロサツト評価計画について

宇宙開発委員とカナダ国。省閻宇宙委員会議長

丁．H．チキツプマン博士との会談議事要旨（ミニッツ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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第12画宇宙開発委員会（定例会議）

　　　　議事琴一旨

t　四時　　　昭和ち2年6月1日㈱　午後2時～’4時

2．場所　　　宇宙駒発委員会会議室

5　議題

　　（1）昭綱鞭1～2胴㈱ける暫ツ吸三三醒、
　　　の打上げ結果の評価について，（報告）．

　（2）警め」予備機の改修につやて（雛）　

　軸（3）融気象鯉（G卵）の打上げ計画について

4．．資料

　委1・2「1　第11回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨

　．委12－2　三和51年度1～2月期におけるロケ．ツト及こバ

　　　　　　　　人工衛星の打上げ結果の評価について（報告）

　　委12一ヨ　「うめ」予備機の改修について（報告）

　　委12－4　静止気象衛星（GMS）打上げ翫び追跡管制計画書．

　　委」2－5　静止気象衛星打上げ及び追跡管制計画概要

・委12－6GMSミツシ戸ン機能にづいて
　　委12｛7，静止気象衛星＠MS），の運用及びデータの利用について

　委12一匿8　宇宙から㊧気象観測．

5．出席者’

　　宇宙開発委員会委員長代蓮　’　　　網　島　　’毅

　　　　　〃　’委員　』　一㌦一吉識雅夫
　　　　　〃　　　　〃　　　　　　　八　藤　東　禧

　　　　　〃　・一〃　　　 ’斎藤成文

説明者　　　一

　技術部会第一分科会長

　宇宙協発事業団理事，

　　”　　　　・．　　　　”

　　〃　、　　・打上管制部長

　気象庁総務部企画課長

関係省庁職員等

　科学技術庁研廃調整局長

　運輸省大臣官房参事官．

気上庁総務部長

海上保安庁総務部長

郵政省電波監理導車議官

　東京大学宇宙航空研究所

　宇宙開職事桑団

　　　〃

　　　〃

　　　〃

事務局’

　科学技術庁研究調整局宇宙企画諌長

　　　グ　・　　　・宇宙国際課長

　　　〃　　　　　　宇宙開発課長
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6　議事要旨

　（1）　前回議事要旨　　　　、　　　　　『

　　　第11↑回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨が確認され

　　たび

　（2）昭和5↑年度1・～2月期におけるロケット及び人工衛星の

　　打上げ結果の評価について（報告）

　　　吉識雅夫技術部会長及び佐貫亦男輝獅部会第7一分科会長か

　　ら資料委12」2に基づいて説明が行われたのち・以下の質

　　疑応答が行われ、報告書が了承された。

網島：5頁に地上電波の影響を受けたとあるが＼原因は何か。

佐貫：ガスジェットの弁に不果合があったことは確実であり、こ

　　れが地上電波の影響によることもレコーダから明らかになつ

　　ているが、どのような種類の地上電波で．あるかを究明するこ

、　と徳困難なので、吃たと亮妨害電波があって，も誤動作しにくい

　　ようにコマンドの二重化という対策を鶴じることとした・

三島：外部雑音による誤動作はロケット電波誘導’�sっズいく上

　　よって、たとえその内のL回が妨害を受けても支障がないよ

　、うにしており、また、三二開発事業団の場合・誘導電波を常

　　時送信することによって・妨害を受けないよう対策をたてて．

　　いるd、

吉識：今回の実験では11珂だサしか地上電波の入おレベルが高・

　　，くならなかったので故意の妨害ではないと思う炉・今後》使

　　用する周波数等コマンド関係のデニタの公表にρいては・慎

　　重に検討した方がよい・

（3）　「うめ」予備機の改修について（輯告》

　　吉識雅夫技術部会長及び佐貫亦男技術部会第一分科会長から

　資料委12－5，に基づいて説明が行われたのち、以下の質疑応

　答が行われ報告が了承された。

網島：「うめ」の不具合は、システムエ．ンジニアリヒグの不足に

　　起因すると思うがどうか6　　　　　　　　　　　　　一

佐貰＝同感である。華業団が積極的に専門家の意見をきいて・メ

　　ーカを指廓していくことを期待する・

（41静止気象衛星（GMS）の打上け計画にういτ

　　宇宙開発事業団の野島正義理事、高田茂倭理事及び一村尾忠義

打上管制部長から資料12－4～邸基づいて・へ気新纏部

　関口理郎傘画諜長から資料1’2－7～8に基づいて・それぞれ一

　説明が行われたのち、以下の質疑応答が行われ・計画が了承さ

　れた。

吉識：NA・SAと事業団の打上げの責任範囲はどのようになって

　　いるのか。

野島＝NASAは、ロケット打上げ以降ロケットと衛星の分離ま．

　　で、事業団はそれ以降を実施するが、すべて責任は事業団が

　　負うことになってφると

網島：今回のGMSと、次のGS、’BSの打上げの相異点は何か。

　　　　　　　’

／’

●



　　　　野融NASAと事麹の翔分担は同じである・ま．た・旧任

　　　　　　が事業団にあることも同じである。但し・今回の？MSは

　　　　　　ララツト琴ピンき起しやすく、このような緊急筆態が生じ、第・

　　　　　　一アポジで軌造投入する場合に必要なコンピュータの処理能

　　　　　　力が筑波にないので、静止軌道投入三業をヒューズ社に委託

　’　　　　　している。

　　　　斎藤：ヒューズのシステムを使って行う場合・筑波宇宙センタニ

◎　　の翻繭か。．　．　，
　　　　野島：米国側と同じことをするがモニタ」である・奉お・・CS・

　　　　　　BSの時は筑波宇宙センターめみで行う。

　　　　L斎藤困酪Aは・GRARR彫廃止するため・倒Sの静止軌
　　　　　　道投入は出来ぬといっていたが、今回は使えるのゑ6

　　　　野島：』GR五RR局は、16局があったが4局を残して廃Iしされ｝ζ’

　　　　　　いる。今回は、’この蝸を使用ずる・

’●
　　　　斎藤：静止軌道上初期重量515kgは、通常どおりのカウントの

　　　　　　》仕方によっているかg‘　＿　ノ　　・　　　’　　・　．　　．

　　　　野島；通常はアポジモータケー’スを含んでいるオミ、今回はアポジ、

　　　　　　モータケースを切り離して使用す’るため特にこれを含まぜず

　　　　　　酌5－15kgと表示し1た・なお・群のカウン畦漏れば

　　　　　　　GMSは360k9で設計寿命5年である。

　　　　八藤：外国り気睾衛星の状況砿どうなっているのか◎，

　　　　関口』：計画どおり進んで（ρると聞いて吟る。

　’　！

　　　　　　　　　　　　　　　　　／

　　　　　　　　　　’

乏

　ゴゆ

斎藤：sバンドのコマンドは勝浦と鳩山から送信可能となってい

　　るが、どのように運用するのか。

高谷：・ハードウエア的にバックアップとな・つており、鳩山のコマ

　　ンドは事業団の依頼によって発射する・

斎藤：VエSSR信号の受信は二重花になっていないのか・

高谷：受信局は鳩山局のみで二重化になっていないが、鳩山局（ρ

　　設備は吝種の故障を想定．して慎重に作っている。

／「

σ
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知 ら せ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　51．11．22

野＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊．＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊協研254号　＊＊＊＊＊葉

＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　＊

1　下記備演会を開催いたしますので・多数濡姶せのうえご出席下さい。1
＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．＊
＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
＊’ @　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊・葉

、

＊　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　＊　’
＊　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

莱　　　　日　時　　12，月15日　（水）　　　午後2時～3時半　　　　　　　　糞
＊・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

毒．　　場所　郵政省10階会議室　　　　　　　　　 叢「’＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

’葉．　演題　マイク・コンピュータの将来　　　　　　　　葉
＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

1　講師工業技術院電子技㈱合研究所制御部　　　夢●
1　　　　　論理システム研究室長森　亮一氏　1
＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

葉　　　マイクロコンピュータは・「著しぐ小型でしかも性能の割に安価なコンビ　　糞
＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

葉　　ユータであり，したがって，たとえばカメラの部品として有用である」とい　　棄
＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

1う意見がある・この意見が・「コンピュータは数値講をするものである」1
＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

葉　　という意見と同様に不充分なものであり，マイクロコンピュータには更に遙　　葉
＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

1・かに大き臆義があることを述べる・また・この噺し臆義」がどの様な1●
＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

＊　　ものであるかについて，またそれが通信や標準化などと密接な関連をもつ事　　＊
＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

葉　　についても述べる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．葉
＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

葉　 日本ITU協会　　　　　　　　　　　　　　　　　　秦
＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

葉　　　　研究集会委員会　幹事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　葉
＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

棄　　　　郵政省　大臣官房　電気通信監理官室　　　半田　　　誠　　　　　　　　峯
＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊’＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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